
(57)【要約】

【課題】この発明は、表示領域に対して外形寸法の小型

化が達成される液晶表示装置を提供することを目的とし

ている。

【解決手段】この発明は、第１電極基板(200) と第２電

極基板(500) とがシール領域(111) に配置されるシール

材(113) を介して対向配置され、第１及び第２電極基板

(200),(500) 間に光変調層(600) を備えて表示領域(103

) が形成されて成る液晶表示装置(1) であって、シール

領域(111) に対応する第１電極基板(200) 上にはシール

領域(111) に沿って互いに略平行に配置される複数本の

配線(127) を備えて構成される。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 画 素 電 極 が 配 置 さ れ た 表 示 領 域 と 、 前 記 シ ー ル 領 域 に 沿 っ て 配 置 さ れ た 配 線 を 含 む シ ー
ル 領 域 と 、 を 含 む 第 １ 電 極 基 板 と 、
　 前 記 配 線 を 介 し て 電 圧 が 供 給 さ れ る 対 向 電 極 を 有 し 、 所 定 の ギ ャ ッ プ を も っ て 前 記 第 １
電 極 基 板 と 対 向 配 置 さ れ 、 前 記 シ ー ル 領 域 で 前 記 第 １ 電 極 基 板 と 貼 り 合 せ ら れ た 第 ２ 電 極
基 板 と 、
　 前 記 第 １ 電 極 基 板 と 前 記 第 ２ 電 極 基 板 と の 間 に 保 持 さ れ た 光 変 調 層 と 、 を 備 え 、
　 前 記 配 線 は 、 複 数 の 開 口 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 開 口 部 は 、 前 記 シ ー ル 領 域 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 対 向 電 極 は 、 前 記 第 １ 電 極 基 板 と 前 記 第 ２ 電 極 基 板 と の 間 に 配 置 さ れ た 接 続 部 材 を
介 し て 前 記 配 線 と 接 続 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 接 続 部 材 は 前 記 シ ー ル 領 域 の 外 方 の 前 記 第 １ 電 極 基 板 と 前 記 第 ２ 電 極 基 板 と の 間 に
配 置 さ れ 、 前 記 配 線 は 前 記 シ ー ル 領 域 を 介 し て 前 記 接 続 部 材 に 接 続 さ れ る よ う に 分 岐 し た
分 岐 配 線 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ 電 極 基 板 は 、 信 号 線 と 、 走 査 線 と 、 前 記 信 号 線 及 び 前 記 走 査 線 に 接 続 さ れ た ス
イ ッ チ 素 子 と 、 前 記 ス イ ッ チ 素 子 に 接 続 さ れ た 画 素 電 極 と 、 誘 電 体 層 を 介 し て 前 記 画 素 電
極 と 対 向 す る よ う に 配 置 さ れ た 補 助 容 量 線 と 、 を 備 え 、
　 前 記 配 線 は 、 前 記 補 助 容 量 線 に 電 気 的 に 接 続 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の
液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 さ ら に 、 少 な く と も １ つ の 付 加 給 電 パ ッ ド を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の
液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 給 電 パ ッ ド 及 び 前 記 付 加 給 電 パ ッ ド の そ れ ぞ れ は 、 前 記 液 晶 表 示 装 置 の 相 対 す る ２
辺 に 配 置 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 一 対 の 電 極 基 板 間 に 光 変 調 層 が 保 持 さ れ て 成 る 液 晶 表 示 装 置 に 係 り 、 特 に
狭 額 縁 化 を 可 能 に す る 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 液 晶 表 示 装 置 に 代 表 さ れ る 平 面 表 示 装 置 は 、 薄 型 、 軽 量 、 低 消 費 電 力 の 特 徴 を 生
か し て 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ や ワ ー ド プ ロ セ ッ サ 等 の 表 示 装 置 と し て 、 Ｔ Ｖ 表 示 装 置
と し て 、 更 に 投 射 型 の 表 示 装 置 と し て 各 種 分 野 で 利 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 中 で も 、 各 画 素 電 極 に ス イ ッ チ 素 子 と し て ３ 端 子 非 線 形 素 子 が 電 気 的 に 接 続 さ れ て 成 る
ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 型 表 示 装 置 は 、 隣 接 画 素 間 で ク ロ ス ト ー ク の な い 良 好 な 表 示 画 像
を 実 現 で き る こ と か ら 、 盛 ん に 研 究 ・ 開 発 が 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 以 下 に 、 光 透 過 型 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 型 液 晶 表 示 装 置 を 例 に と り 、 そ の 構 成 に つ
い て 簡 単 に 説 明 す る 。 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 型 液 晶 表 示 装 置 は 、 ア レ イ 基 板 と 対 向 基 板
と が シ ー ル 材 を 介 し て 所 定 の 間 隙 を 保 持 し て 対 向 配 置 さ れ 、 こ の 間 隙 に 配 向 膜 を 介 し て 液
晶 組 成 物 か ら 成 る 光 変 調 層 が 保 持 さ れ て 構 成 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ア レ イ 基 板 は 、 ガ ラ ス 基 板 上 に 複 数 本 の 信 号 線 と 複 数 本 の 走 査 線 と が マ ト リ ク ス 状 に 配
置 さ れ 、 各 交 点 近 傍 に ス イ ッ チ 素 子 と し て 配 置 さ れ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ 以 下 、 Ｔ Ｆ Ｔ と
略 称 す る 。 ） を 介 し て Ｉ Ｔ Ｏ （ Indium Tin Oxide） か ら 成 る 画 素 電 極 が 設 け ら れ て い る 。
更 に 、 こ の ガ ラ ス 基 板 上 に は 、 走 査 線 と 略 平 行 す る 補 助 容 量 線 が 配 置 さ れ 、 補 助 容 量 線 と
画 素 電 極 と の 間 で 補 助 容 量 （ Cs） が 形 成 さ れ る よ う 、 補 助 容 量 線 と 画 素 電 極 と の 間 に は 絶
縁 膜 が 介 在 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 対 向 基 板 は 、 ガ ラ ス 基 板 上 に Ｔ Ｆ Ｔ 並 び に 画 素 電 極 周 辺 を 遮 光 す る た め の マ ト リ ク ス 状
の 遮 光 膜 が 配 置 さ れ 、 こ の 上 に 絶 縁 膜 を 介 し て Ｉ Ｔ Ｏ か ら 成 る 対 向 電 極 が 配 置 さ れ て 成 っ
て い る 。 こ の 対 向 電 極 は 、 銀 粒 子 等 の 導 電 粒 子 が 樹 脂 中 に 分 散 さ れ て 成 る ト ラ ン ス フ ア ァ
を 介 し て ア レ イ 基 板 側 に 導 通 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ し て 、 ア レ イ 基 板 は 、 Ｆ Ｐ Ｃ （ Flexible Print Circuit） あ る い は フ レ キ シ ブ ル 配 線
基 板 上 に 駆 動 素 子 が 配 置 さ れ て 成 る Ｔ Ａ Ｂ （ Tape Automated Bonding） 等 を 介 し て 各 種 駆
動 電 圧 を 供 給 す る 駆 動 回 路 基 板 に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 、 あ る い は ア レ イ 基 板 上 に 直 接 駆 動
素 子 が 搭 載 さ れ て 構 成 さ れ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 と こ ろ で 、 上 記 し た ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 型 液 晶 表 示 装 置 に 代 表 さ れ る 液 晶 表 示 装 置
で は 、 装 置 の 外 形 寸 法 に 対 し て 表 示 領 域 を 大 き く 設 定 す る こ と が 要 求 さ れ て い る 。 例 え ば
、 Ａ ４ サ イ ズ の 外 形 寸 法 を 有 す る パ ー ソ ナ ル ・ コ ン ピ ュ ー タ に お い て 、 よ り 大 き な 表 示 領
域 を 確 保 す る た め に は 、 規 定 内 の 装 置 外 形 寸 法 に 対 し て 大 き な 表 示 領 域 を 備 え た 液 晶 表 示
装 置 が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の よ う な 要 求 を 満 足 す る た め に は 、 当 然 に 有 効 表 示 領 域 に 対 し て 周 辺 領 域 を 小 さ く 構
成 す る 必 要 が あ る 。 例 え ば 、 特 開 平 ４ － １ ７ ８ ６ ３ ０ 号 公 報 に は 、 有 効 表 示 領 域 と シ ー ル
領 域 と の 間 に シ ー ル 領 域 に 沿 っ て 段 差 を 有 す る シ ー ル 材 ス ト ッ プ を 設 け る こ と で 、 シ ー ル
材 の 流 出 に よ り 有 効 表 示 領 域 が 影 響 を 受 け る こ と を 防 止 す る 技 術 が 開 示 さ れ て い る 。 こ れ
に よ れ ば 、 有 効 表 示 領 域 と シ ー ル 領 域 と の 間 隔 を 小 さ く で き 、 よ っ て 装 置 の 外 形 寸 法 に 対
し て 表 示 領 域 を 大 き く 設 定 す る こ と が 可 能 と な る も の の 、 今 だ 十 分 で あ る と は 言 え な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 上 記 し た 要 求 に 対 し 、 シ ー ル 材 幅 を 狭 く す る 、 あ る い は シ ー ル 領 域 外 方 の ア レ イ
基 板 面 積 自 体 を 小 さ く す る こ と も 考 え ら れ る 。 し か し な が ら 、 シ ー ル 材 幅 を 狭 く す る と 、
シ ー ル 材 に よ る ア レ イ 基 板 と 対 向 基 板 と の 接 着 強 度 が 低 下 し 、 シ ー ル 材 自 体 が 基 板 か ら 剥
離 す る 、 あ る い は シ ー ル 材 が ア レ イ 基 板 や 対 向 基 板 上 に 堆 積 さ れ る 薄 膜 を 伴 っ て 剥 離 す る
と い っ た 問 題 が 生 じ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 更 に 、 シ ー ル 領 域 外 方 の ア レ イ 基 板 面 積 自 体 を 小 さ く 構 成 す る に は 、 シ ー ル 領 域 近 傍 で
不 要 基 板 を ス ク ラ イ ブ し て 除 去 し ア レ イ 基 板 と す る 必 要 が あ る 。 し か し な が ら 、 シ ー ル 材
が 外 方 へ し み 出 し て い る と 、 基 板 を ス ク ラ イ ブ す る 際 に 、 し み 出 し た シ ー ル 材 に 沿 っ て 不
所 望 な カ ッ ト 面 が 形 成 さ れ る と い っ た ス ク ラ イ ブ 不 良 に よ り 、 製 造 歩 留 ま り の 低 下 を 招 く
。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 発 明 は 上 記 し た 技 術 課 題 に 対 処 し て 成 さ れ た も の で あ っ て 、 表 示 領 域 に 対 し て 外 形
寸 法 の 小 型 化 が 達 成 さ れ る 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 は 、 シ ー ル 材 幅 が 小 さ く 、 し か も シ ー ル 材 の 剥 離 も 十 分 に 抑 え ら れ た 液
晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。 ま た 、 こ の 発 明 は 、 シ ー ル 材 が シ ー ル 領 域
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か ら 外 方 に し み 出 す こ と が 抑 え ら れ 、 こ れ に よ り シ ー ル 領 域 外 方 の 基 板 面 積 が 小 さ く 構 成
さ れ る 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 さ れ る 発 明 は 、
　 画 素 電 極 が 配 置 さ れ た 表 示 領 域 と 、 前 記 シ ー ル 領 域 に 沿 っ て 配 置 さ れ た 配 線 を 含 む シ ー
ル 領 域 と 、 を 含 む 第 １ 電 極 基 板 と 、
　 前 記 配 線 を 介 し て 電 圧 が 供 給 さ れ る 対 向 電 極 を 有 し 、 所 定 の ギ ャ ッ プ を も っ て 前 記 第 １
電 極 基 板 と 対 向 配 置 さ れ 、 前 記 シ ー ル 領 域 で 前 記 第 １ 電 極 基 板 と 貼 り 合 せ ら れ た 第 ２ 電 極
基 板 と 、
　 前 記 第 １ 電 極 基 板 と 前 記 第 ２ 電 極 基 板 と の 間 に 保 持 さ れ た 光 変 調 層 と 、 を 備 え 、
　 前 記 配 線 は 、 複 数 の 開 口 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 に あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 に よ れ ば 、 シ ー ル 領 域 に 沿 っ て 互 い に 略 平 行 に 配 置 さ れ る 複 数
本 の 配 線 が シ ー ル 領 域 に 対 応 す る 第 １ 基 板 上 に 配 置 さ れ て い る の で 、 シ ー ル 材 幅 を 狭 く し
て も 、 上 記 し た 配 線 に 起 因 す る 段 差 の 影 響 に よ り 第 １ 電 極 基 板 と シ ー ル 材 と の 実 効 的 な 接
続 面 積 が 増 大 す る 。 こ の た め 、 シ ー ル 材 幅 を 狭 く し て も 、 シ ー ル 材 の 剥 離 が 軽 減 さ れ る 。
ま た 、 シ ー ル 材 は 、 配 線 の 存 在 す る 領 域 と 、 存 在 し な い 領 域 と で 、 そ れ ぞ れ 第 １ 電 極 基 板
に 接 着 し て い る の で 、 仮 に 配 線 が 他 と の 接 着 性 に 劣 る こ と が あ っ て も 、 配 線 が 複 数 本 に 形
成 さ れ て い る の で 、 シ ー ル 材 の 剥 離 は 十 分 に 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ し て 、 シ ー ル 領 域 に 配 置 さ れ る 配 線 を 、 第 ２ 電 極 基 板 へ の 駆 動 電 圧 供 給 用 に 用 い れ ば
、 シ ー ル 材 外 方 に 個 別 に 給 電 用 の 配 線 を 形 成 す る 必 要 が な く 、 こ の た め の 液 晶 表 示 装 置 の
外 形 寸 法 を よ り 小 型 化 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の 配 線 の 少 な く と も １ 本 を シ ー ル 領 域
と 表 示 領 域 と の 間 に 配 置 す れ ば 、 シ ー ル 材 の 表 示 領 域 へ の 広 が り を 抑 え る こ と が て き 、 表
示 領 域 に 対 し て シ ー ル 領 域 を 近 接 し て 配 置 で き る の で 、 装 置 の 外 形 寸 法 が よ り 小 型 化 で き
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 接 続 部 材 が シ ー ル 領 域 の 外 方 に 位 置 す る の で あ れ ば 、 こ の 配 線 は 、 複 数 本 の 細 線 に 分 割
さ れ て シ ー ル 領 域 を 介 し て 接 続 部 材 に 延 在 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 配 線 に 沿 っ て 外 方 に 流 出
す る シ ー ル 材 量 を 抑 え る こ と が で き 、 周 辺 領 域 を 小 型 化 し て も 、 基 板 の ス ク ラ イ ブ 不 良 等
を 引 き 起 こ す こ と が な い 。 上 述 し た 配 線 は 、 信 号 線 も し く は 走 査 線 と 同 一 工 程 で 形 成 す る
こ と に よ り 、 製 造 プ ロ セ ス の 増 大 も な く 、 よ っ て 従 来 と 同 等 の 生 産 性 も 確 保 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 の 他 の 様 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 、 以 下 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 （ ａ ） 　 第 １ 電 極 基 板 と 第 ２ 電 極 基 板 と が シ ー ル 領 域 に 配 置 さ れ る シ ー ル 材 を 介 し て 対
向 配 置 さ れ 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 電 極 基 板 間 に 光 変 調 層 を 備 え て 前 記 シ ー ル 領 域 に 囲 ま れ る
表 示 領 域 が 形 成 さ れ て 成 る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 シ ー ル 領 域 に 対 応 す る 前 記 第 １ 電
極 基 板 上 に は 前 記 シ ー ル 領 域 に 沿 っ て 互 い に 略 平 行 な 複 数 本 の 配 線 が 配 置 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 （ ｂ ） 　 前 記 配 線 の 少 な く と も １ 本 は 前 記 シ ー ル 領 域 と 前 記 表 示 領 域 と の 間 に 配 置 さ れ
る こ と を 特 徴 と す る （ ａ ） 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 （ ｃ ） 　 前 記 配 線 と 前 記 第 ２ 電 極 基 板 と は 、 前 記 第 １ 電 極 基 板 と 前 記 第 ２ 電 極 基 板 と の
間 に 配 置 さ れ る 接 続 部 材 に よ っ て 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 ２ 電 極 基 板 に は 前 記 配 線 か ら
駆 動 電 圧 が 供 給 さ れ る こ と を 特 徴 と す る （ ａ ） 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 （ ｄ ） 　 前 記 接 続 部 材 は 前 記 シ ー ル 領 域 外 方 の 前 記 第 １ 電 極 基 板 と 前 記 第 ２ 電 極 基 板 と
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の 間 に 配 置 さ れ 、 前 記 配 線 は 前 記 シ ー ル 領 域 を 介 し て 前 記 接 続 部 材 に 延 在 さ れ る 延 在 配 線
を 含 む こ と を 特 徴 と す る （ ｃ ） 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 （ ｅ ） 　 前 記 延 在 配 線 は 複 数 本 の 細 線 に 分 割 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る （ ｄ ） 記 載 の
液 晶 表 示 装 置 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 （ ｆ ） 　 前 記 第 １ 電 極 基 板 は 、 信 号 線 お よ び 走 査 線 、 前 記 信 号 線 お よ び 前 記 走 査 線 に 接
続 さ れ る ス イ ッ チ 素 子 、 前 記 ス イ ッ チ 素 子 に 接 続 さ れ る 画 素 電 極 を 含 み 、 前 記 配 線 は 前 記
信 号 線 も し く は 前 記 走 査 線 と 同 一 工 程 で 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と し た （ ａ ） 記 載 の 液 晶 表
示 装 置 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 （ ｇ ） 　 第 １ 電 極 基 板 と 第 ２ 電 極 基 板 と が シ ー ル 領 域 に 配 置 さ れ る シ ー ル 材 を 介 し て 対
向 配 置 さ れ 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 電 極 基 板 間 に 光 変 調 層 を 備 え て 前 記 シ ー ル 領 域 に 囲 ま れ る
表 示 領 域 が 形 成 さ れ て 成 る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 第 １ 電 極 基 板 の 前 記 表 示 領 域 内 か
ら 前 記 シ ー ル 領 域 を 介 し て 外 方 に 導 出 さ れ る 電 極 配 線 が 複 数 本 の 細 線 に 分 割 さ れ て 成 る こ
と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 （ ｈ ） 　 前 記 電 極 配 線 と 前 記 第 ２ 電 極 基 板 と は 、 前 記 第 １ 電 極 基 板 と 前 記 第 ２ 電 極 基 板
と の 間 に 配 置 さ れ る 接 続 部 材 に よ っ て 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 ２ 電 極 基 板 に は 前 記 複 数
本 の 配 線 か ら 駆 動 電 圧 が 供 給 さ れ る こ と を 特 徴 と す る （ ｇ ） 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 （ ｉ ） 　 前 記 第 １ 電 極 基 板 は 、 信 号 線 お よ び 走 査 線 、 前 記 信 号 線 お よ び 前 記 走 査 線 に 接
続 さ れ る ス イ ッ チ 素 子 、 前 記 ス イ ッ チ 素 子 に 接 続 さ れ る 画 素 電 極 、 前 記 画 素 電 極 と 絶 縁 膜
を 介 し て 対 向 配 置 さ れ る 補 助 容 量 線 と を 含 み 、 前 記 電 極 配 線 は 前 記 補 助 容 量 線 に 電 気 的 に
接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る （ ｇ ） 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 （ ｊ ） 　 マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 複 数 の 画 素 電 極 か ら 成 る 画 素 電 極 領 域 、 前 記 画 素 電
極 領 域 を 取 り 囲 む シ ー ル 領 域 、 前 記 シ ー ル 領 域 外 方 の 周 辺 領 域 を 含 む ア レ イ 基 板 と 、 前 記
画 素 電 極 に 対 向 す る 対 向 電 極 を 備 え た 対 向 基 板 と 、 前 記 シ ー ル 領 域 に 配 置 さ れ 前 記 ア レ イ
基 板 と 前 記 対 向 基 板 と を 所 望 の 間 隙 を も っ て 対 向 配 置 す る シ ー ル 材 と 、 前 記 ア レ イ 基 板 と
前 記 対 向 基 板 と の 前 記 間 隙 に 保 持 さ れ る 光 変 調 層 と 、 前 記 ア レ イ 基 板 上 に 配 置 さ れ る 対 向
電 極 電 圧 供 給 配 線 と 、 前 記 ア レ イ 基 板 と 前 記 対 向 基 板 と の 間 に 配 置 さ れ 前 記 対 向 電 極 電 圧
供 給 配 線 と 前 記 対 向 電 極 と を 電 気 的 に 接 続 す る 接 続 部 材 と を 備 え た 液 晶 表 示 装 置 に お い て
、 前 記 接 続 部 材 は 前 記 ア レ イ 基 板 の 隣 接 も し く は 対 向 す る ２ つ の 端 辺 近 傍 に そ れ ぞ れ 配 置
さ れ 、 前 記 対 向 電 極 供 給 配 線 は 前 記 接 続 部 材 間 を 前 記 シ ー ル 領 域 で 配 線 さ れ て 電 気 的 に 接
続 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 （ ｋ ） 　 前 記 対 向 電 極 供 給 配 線 は 複 数 本 の 細 線 か ら 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る （ ｊ ）
記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 （ ｌ ） 　 前 記 細 線 の 少 な く と も １ 本 は 前 記 シ ー ル 領 域 と 前 記 画 素 電 極 領 域 と の 間 に 配 置
さ れ る こ と を 特 徴 と し た （ ｋ ） 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 （ ｍ ） 　 前 記 ア レ イ 基 板 は 、 信 号 線 お よ び 走 査 線 、 前 記 信 号 線 お よ び 前 記 走 査 線 に 接 続
さ れ る ス イ ッ チ 素 子 、 前 記 ス イ ッ チ 素 子 に 接 続 さ れ る 画 素 電 極 を 含 む こ と を 特 徴 と す る （
ｊ ） 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 （ ｎ ） 　 前 記 信 号 線 は 前 記 ア レ イ 基 板 の 第 １ 端 辺 側 に の み 引 き 出 さ れ 、 前 記 走 査 線 は 前
記 ア レ イ 基 板 の 前 記 第 １ 端 辺 に 隣 接 す る 第 ２ 端 辺 に の み 引 き 出 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る （ ｍ ） 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
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【 ０ ０ ３ ３ 】
　 （ ｏ ） 　 一 前 記 接 続 部 材 は 前 記 ア レ イ 基 板 の 前 記 第 １ 端 辺 側 に 配 置 さ れ 、 他 の 前 記 接 続
部 材 は 前 記 ア レ イ 基 板 の 前 記 第 １ 端 辺 に 対 向 す る 第 ３ 端 辺 側 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る （ ｎ ） 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 （ ｐ ） 　 前 記 一 接 続 部 材 は 前 記 ア レ イ 基 板 の 前 記 第 １ 端 辺 側 の 前 記 周 辺 領 域 に 配 置 さ れ
、 前 記 他 の 接 続 部 材 は 前 記 ア レ イ 基 板 の 前 記 第 ３ 端 辺 側 の 前 記 周 辺 領 域 に 配 置 さ れ 、 前 記
対 向 電 極 供 給 配 線 は 前 記 シ ー ル 領 域 か ら 前 記 周 辺 領 域 の 前 記 一 接 続 部 材 お よ び 前 記 他 の 接
続 部 材 に 延 在 さ れ る 延 在 部 を 含 む こ と を 特 徴 と す る （ ｏ ） 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 （ ｑ ） 　 前 記 対 向 電 極 供 給 配 線 の 前 記 延 在 部 は 複 数 本 の 細 線 に 分 割 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る （ ｐ ） 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 （ ｒ ） 　 一 前 記 接 続 部 材 は 前 記 ア レ イ 基 板 の 前 記 第 １ 端 辺 側 に 配 置 さ れ 、 他 の 前 記 接 続
部 材 は 前 記 ア レ イ 基 板 の 前 記 第 １ 端 辺 に 隣 接 す る 前 記 第 ２ 端 辺 側 に 配 置 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る （ ｎ ） 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 （ ｓ ） 　 前 記 一 接 続 部 材 は 前 記 ア レ イ 基 板 の 前 記 第 １ 端 辺 側 の 前 記 周 辺 領 域 に 配 置 さ れ
、 前 記 他 の 接 続 部 材 は 前 記 ア レ イ 基 板 の 前 記 第 ２ 端 辺 側 の 前 記 周 辺 領 域 に 配 置 さ れ 、 前 記
対 向 電 極 供 給 配 線 は 前 記 シ ー ル 領 域 か ら 前 記 周 辺 領 域 の 前 記 一 接 続 部 材 お よ び 前 記 他 の 接
続 部 材 に 延 在 さ れ る 延 在 部 を 含 む こ と を 特 徴 と す る （ ｒ ） 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 （ ｔ ） 　 前 記 対 向 電 極 供 給 配 線 の 前 記 延 在 部 は 複 数 本 の 細 線 に 分 割 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る （ ｓ ） 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 （ ｕ ） 　 一 前 記 接 続 部 材 は 前 記 ア レ イ 基 板 の 前 記 第 ２ 端 辺 側 に 配 置 さ れ 、 他 の 前 記 接 続
部 材 は 前 記 ア レ イ 基 板 の 前 記 第 ２ 端 辺 に 対 向 す る 第 ４ 端 辺 側 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る （ ｎ ） 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 （ ｖ ） 　 前 記 一 接 続 部 材 は 前 記 ア レ イ 基 板 の 前 記 第 ２ 端 辺 側 の 前 記 周 辺 領 域 に 配 置 さ れ
、 前 記 他 の 接 続 部 材 は 前 記 ア レ イ 基 板 の 前 記 第 ４ 端 辺 側 の 前 記 周 辺 領 域 に 配 置 さ れ 、 前 記
対 向 電 極 供 給 配 線 は 前 記 シ ー ル 領 域 か ら 前 記 周 辺 領 域 の 前 記 一 接 続 部 材 お よ び 前 記 他 の 接
続 部 材 に 延 在 さ れ る 延 在 部 を 含 む こ と を 特 徴 と す る （ ｕ ） 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 （ ｗ ） 　 前 記 対 向 電 極 供 給 配 線 の 前 記 延 在 部 は 複 数 本 の 細 線 に 分 割 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る （ ｖ ） 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
こ の 発 明 に よ れ ば 、 表 示 領 域 に 対 し て 外 形 寸 法 の 小 型 化 が 達 成 さ れ る 液 晶 表 示 装 置 が 得 ら
れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 例 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 図 面 を 参 照 し
て 詳 細 に 説 明 す る 。 こ の 液 晶 表 示 装 置 (1) は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 対 角 １ ４ イ ン チ の 表 示
領 域 (103) を 備 え た 光 透 過 型 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 液 晶 パ ネ ル (100) と 、 こ の 液 晶 パ
ネ ル (100) を 駆 動 す る た め の Ｘ 駆 動 回 路 部 (800) 及 び Ｙ 駆 動 回 路 部 (900) を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 液 晶 パ ネ ル (100) を 構 成 す る ア レ イ 基 板 (200) は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ガ ラ ス 基 板 ( 20
1)上 に 、 ６ ４ ０ × ３ 本 の 信 号 線 Ｘ ｉ （ i=1,2,3,… ,1920 ） と ４ ８ ０ 本 の 走 査 線 Ｙ ｊ （ j=1,
2,3,… ,480） と が 略 直 交 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 ア レ イ 基 板 (200) の 表 示 領 域 (103) 
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は 、 各 信 号 線 Ｘ ｉ と 各 走 査 線 Ｙ ｊ と の 交 点 近 傍 に 、 そ れ ぞ れ Ｔ Ｆ Ｔ (221) を 介 し て 配 置 さ
れ る 画 素 電 極 (251) を 含 む 。 ま た 、 走 査 線 Ｙ ｊ に 対 し て 略 平 行 に 、 し か も 画 素 電 極 (251) 
と 重 複 す る 領 域 を 有 し て 配 置 さ れ る 補 助 容 量 線 Ｃ ｊ を 備 え 、 画 素 電 極 (251) と 補 助 容 量 線
Ｃ ｊ と に よ っ て 補 助 容 量 （ Cs） が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の Ｔ Ｆ Ｔ (221) は 、 走 査 線 Ｙ ｊ 自 体 を ゲ ー ト 電 極 と し 、 こ の 上 に 図 ４ に 示 す よ う に 、
酸 化 シ リ コ ン と 窒 化 シ リ コ ン と が 積 層 さ れ て 成 る 絶 縁 膜 (211) 、 絶 縁 膜 (211) 上 に 配 置 さ
れ る ａ － Ｓ ｉ ： Ｈ 膜 を 半 導 体 膜 (213) と し て 備 え て い る 。 更 に 、 こ の 半 導 体 膜 (213) 上 に
走 査 線 Ｙ ｊ に 自 己 整 合 さ れ て 成 る チ ャ ネ ル 保 護 膜 (215) と し て 窒 化 シ リ コ ン が 配 置 さ れ て
い る 。 そ し て 、 半 導 体 膜 (213) は 、 低 抵 抗 半 導 体 膜 (217a)と し て 配 置 さ れ る ｎ + 型 ａ － Ｓ
ｉ ： Ｈ 膜 お よ び ソ ー ス 電 極 (231) を 介 し て そ れ ぞ れ の 画 素 電 極 (251) に 電 気 的 に 接 続 さ れ
て い る 。 ま た 、 半 導 体 膜 (213) は 、 低 抵 抗 半 導 体 膜 (217b)と し て 配 置 さ れ る ｎ + 型 ａ － Ｓ
ｉ ： Ｈ 膜 お よ び 信 号 線 Ｘ ｉ か ら 延 在 さ れ た ド レ イ ン 電 極 (233) を 介 し て 信 号 線 Ｘ ｉ に 電 気
的 に 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 Ｔ Ｆ Ｔ (221) 上 お よ び 画 素 電 極 (251) の 周 辺 に は 、 窒 化 シ
リ コ ン か ら 成 る 素 子 保 護 膜 (241) が 配 置 さ れ て ア レ イ 基 板 (200) は 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 液 晶 パ ネ ル (100) を 構 成 す る 対 向 基 板 (500) は 、 ガ ラ ス 基 板 (501) 上 に 、 Ｔ Ｆ Ｔ
(221) 、 画 素 電 極 (251) と 信 号 線 Ｘ ｉ お よ び 画 素 電 極 (251) と 走 査 線 Ｙ ｊ と の 間 を 遮 光 す
る た め た の ク ロ ム （ Ｃ ｒ ） か ら 成 る 遮 光 膜 (511) 、 遮 光 膜 (511) 間 に 配 置 さ れ る Ｒ ， Ｇ ，
Ｂ の カ ラ ー フ ィ ル タ 部 (521) 、 遮 光 膜 (511) と カ ラ ー フ ィ ル タ 部 (521) 上 に 配 置 さ れ る フ
ィ ル タ 保 護 膜 (531) 、 フ ィ ル タ 保 護 膜 (531)上 に 配 置 さ れ る Ｉ Ｔ Ｏ か ら 成 る 対 向 電 極 (541)
 と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 そ し て 、 こ の 実 施 例 の 液 晶 パ ネ ル (100) は 、 上 述 し た ア レ イ 基 板 (200) と 対 向 基 板 (500
) と が 、 図 １ に 示 す よ う に 、 そ れ ぞ れ の シ ー ル 領 域 (111) に 配 置 さ れ る シ ー ル 材 (113) （
図 ４ 参 照 ） に よ っ て ５ ミ ク ロ ン の 間 隙 を 保 っ て 対 向 配 置 さ れ 、 こ の シ ー ル 領 域 (111) 内 の
間 隙 に 図 ４ に 示 す よ う に 光 変 調 層 と し て ネ マ チ ッ ク 液 晶 (600) が 配 向 膜 (281),(581) を 介
し て 保 持 さ れ て 構 成 さ れ る 。 ま た 、 ア レ イ 基 板 (200) と 対 向 基 板 (500) と の 外 表 面 の そ れ
ぞ れ に は 、 一 対 の 偏 光 板 (291),(591) が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の 実 施 例 の 液 晶 パ ネ ル (100) で は 、 信 号 線 Ｘ ｉ 及 び 走 査 線 Ｙ ｊ は 、 装 置 の 外 形 寸 法 の
小 型 化 を 達 成 す る た め 、 図 １ に 示 す よ う に 、 各 信 号 線 Ｘ ｉ は ア レ イ 基 板 (200) の 第 １ 長 辺
(201a)側 に の み 引 き 出 さ れ 、 ま た 各 走 査 線 Ｙ ｊ は ア レ イ 基 板 (200) の 第 １ 短 辺 (201c)側 に
引 き 出 さ れ て い る 。 そ し て 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 各 信 号 線 Ｘ ｉ は 第 １ 長 辺 (201a)に 沿 っ て
配 列 さ れ る 信 号 線 パ ッ ド (761),(762),(763),(764) に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 図 示 し な い が 、
各 走 査 線 Ｙ ｊ は ア レ イ 基 板 (200) の 第 １ 短 辺 (201c)に 沿 っ て 配 列 さ れ る 走 査 線 パ ッ ド に 電
気 的 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 各 信 号 線 パ ッ ド (761),(762),(763),(764) は 、 図 ３ に 示 す よ う に 素 子 保 護 膜 (241) に 形
成 さ れ る ス リ ッ ト 状 の 開 口 (243) を 介 し て 露 出 し 、 図 １ に 示 す よ う に ８ 個 の Ｘ － Ｔ Ａ Ｂ (7
11),(712),… ,(718)を 介 し て Ｘ － 駆 動 回 路 基 板 (811) に 接 続 さ れ て い る 。 信 号 線 パ ッ ド (7
61),(762),(763),(764) と 各 Ｘ － Ｔ Ａ Ｂ (711),(712),… ,(718)の 出 力 リ ー ド (821) と は 、
図 ４ に 示 す よ う に 異 方 性 導 電 膜 (881) を 介 し て 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 Ｘ － 駆 動 回 路 基 板 (811
) と 各 Ｘ － Ｔ Ａ Ｂ (711),(712),… ,(718)の 入 力 リ ー ド (831) と は 半 田 に よ っ て 電 気 的 に 接
続 さ れ て い る 。 各 走 査 線 パ ッ ド も 、 ４ 個 の Ｙ － Ｔ Ａ Ｂ (721),… , (724) を 介 し て Ｙ － 駆 動
回 路 基 板 (911) に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 図 示 し な い が 、 走 査 線 パ ッ ド と 各 Ｙ
－ Ｔ Ａ Ｂ (721),(722),… ,(724)の 出 力 リ ー ド と は 異 方 性 導 電 膜 を 介 し て 電 気 的 に 接 続 さ れ
、 各 Ｙ － Ｔ Ａ Ｂ (721),… ,(724)の 入 力 リ ー ド と Ｙ － 駆 動 回 路 基 板 (911) と は 半 田 に よ っ て
電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
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　 と こ ろ で 、 対 向 電 極 (541) は 、 Ｉ Ｔ Ｏ で 構 成 さ れ る た め 比 較 的 高 抵 抗 で あ る 。 ま た 、 対
向 電 極 (541) に は 、 信 号 電 圧 等 の 各 種 駆 動 電 圧 の 振 幅 を 小 さ く す る た め 、 １ フ レ ー ム 期 間
毎 に 基 準 電 位 に 対 し て 極 性 反 転 さ れ る 対 向 電 極 電 圧 を 供 給 す る 、 更 に は １ も し く は 複 数 水
平 走 査 期 間 毎 に 基 準 電 位 に 対 し て 極 性 反 転 さ れ る 対 向 電 極 電 圧 を 供 給 す こ と が あ る 。 こ の
た め 、 対 向 電 極 (541) に は 、 複 数 箇 所 か ら 対 向 電 極 電 圧 を 給 電 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 そ こ で 、 こ の 実 施 例 に お け る ア レ イ 基 板 (200) の シ ー ル 領 域 (111) 外 方 の 周 辺 領 域 に は
、 図 １ に 示 す よ う に 、 ア レ イ 基 板 (200) の 第 １ 長 辺 (201a)に 沿 っ て 配 置 さ れ る ４ 個 の 給 電
パ ッ ド (731),(732),(733),(734) 、 お よ び 第 １ 長 辺 (201a)に 相 対 す る 第 ２ 長 辺 (201b)に 沿
っ て 配 置 さ れ ４ 個 の 給 電 パ ッ ド (735),(736),(737),(738) が 配 列 さ れ て い る 。 そ し て 、 ４
個 の 給 電 パ ッ ド (731),(732),(733),(734) は 、 素 子 保 護 膜 (241) に 形 成 さ れ る 開 口 (245) 
（ 図 ３ 参 照 ） に よ っ て 露 出 さ れ 、 ま た ４ 個 の 給 電 パ ッ ド (735),(736),(737),(738) も 素 子
保 護 膜 (241) に 形 成 さ れ る 開 口 (245) （ 図 ５ 参 照 ） に よ っ て 露 出 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 対 向 基 板 (501) の 対 向 電 極 (541) は 、 各 給 電 パ ッ ド (731),… ,(738)に 対 応 す る 接
続 突 部 (741),(742),… ,(748)を 備 え 、 こ の 対 向 電 極 (541) の 接 続 突 部 (741),… ,(748)と 給
電 パ ッ ド (731),… ,(738)と が 、 シ ー ル 領 域 (111) 外 方 に お い て 樹 脂 中 に 銀 粒 子 が 分 散 さ れ
て 成 る ト ラ ン ス フ ァ (115) に よ り 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 こ こ で は 、 接 続 突 部 (741),…
,(748)と 給 電 パ ッ ド (731),… ,(738)と を シ ー ル 領 域 (111) 外 方 の 周 辺 領 域 に 配 置 さ れ る ト
ラ ン ス フ ァ (115) に よ り 電 気 的 に 接 続 し た が 、 ト ラ ン ス フ ァ (115) は シ ー ル 領 域 (111) 中
、 あ る い は シ ー ル 領 域 (111) 内 方 に 配 置 さ れ て も か ま わ な い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ア レ イ 基 板 (200) の 第 １ 長 辺 (201a)側 に は Ｘ － Ｔ Ａ Ｂ (711),(712),… ,(718)が 配 置 さ れ
る こ と か ら 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 例 え ば 給 電 パ ッ ド (731) は Ｘ － Ｔ Ａ Ｂ (711) の 最 外 端 の
入 力 リ ー ド (821a)か ら 、 給 電 パ ッ ド (732) は Ｘ － Ｔ Ａ Ｂ (713)の 最 外 端 の 入 力 リ ー ド （ 図
示 せ ず ） か ら 、 給 電 パ ッ ド (733) は Ｘ － Ｔ Ａ Ｂ (716)の 最 外 端 の 入 力 リ ー ド （ 図 示 せ ず ）
か ら 、 ま た 給 電 パ ッ ド (734) は Ｘ － Ｔ Ａ Ｂ (718) の 最 外 端 の 入 力 リ ー ド （ 図 示 せ ず ） か ら
、 そ れ ぞ れ 対 向 電 極 電 圧 が 供 給 さ れ る よ う に 、 給 電 パ ッ ド (731),… ,(734)の そ れ ぞ れ は 信
号 線 パ ッ ド (761) に 隣 接 す る コ モ ン パ ッ ド (751) に 第 １ 接 続 配 線 (121-1),(121-2),(121-3
),(121-4) を 介 し て 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ア レ イ 基 板 (200) の 第 ２ 長 辺 (201b)側 に は Ｘ － Ｔ Ａ Ｂ (711),… ,(718)が 配 置 さ れ な い た
め 、 こ の 実 施 例 で は 第 ２ 長 辺 (201b)に 沿 っ て 配 置 さ れ る ４ 個 の 給 電 パ ッ ド (735) , … ,(73
8)に は 、 次 の よ う に し て 対 向 電 極 電 圧 を 供 給 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 即 ち 、 第 １ 接 続 配 線 (121-1) は 、 シ ー ル 領 域 (111) 外 方 で 、 そ れ ぞ れ の 配 線 幅 が ２ ０ ミ
ク ロ ン 、 配 線 間 が ２ ０ ミ ク ロ ン の ５ 本 の 第 ２ 接 続 配 線 (123-1) に 分 割 さ れ て シ ー ル 領 域 (1
11) 内 方 の 中 継 領 域 (125) に 導 か れ る 。 中 継 領 域 (125) か ら 再 び そ れ ぞ れ の 配 線 幅 が ２ ０
ミ ク ロ ン 、 配 線 間 が ２ ０ ミ ク ロ ン の ６ 本 の 第 ３ 接 続 配 線 (127) に 分 割 さ れ 、 シ ー ル 領 域 (1
11) 中 を 配 線 さ れ る 。 詳 し く は 、 第 ３ 接 続 配 線 (127) の 内 、 ４ 本 の 第 ３ 接 続 配 線 (127) は
シ ー ル 領 域 (111) 中 を ア レ イ 基 板 (200) の 第 ２ 短 辺 (201d)、 第 ２ 長 辺 (201b)、 更 に 第 １ 短
辺 (201c)に 沿 っ て 配 線 さ れ 、 再 び ５ 本 の 第 ２ 接 続 配 線 (123-4) を 介 し て シ ー ル 領 域 (111) 
外 方 に 導 か れ 、 第 １ 接 続 配 線 (121-4) と 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 ま た 、 第 ３ 接 続 配 線 (127) 
の 他 の ２ 本 は 、 シ ー ル 領 域 (111) と 表 示 領 域 (103) と の 間 を 、 第 ２ 短 辺 (201d)、 第 ２ 長 辺
(201b)、 更 に 第 １ 短 辺 (201c)に 沿 っ て 配 線 さ れ 、 第 ２ 接 続 配 線 (123-4) を 介 し て シ ー ル 領
域 (111) 外 方 に 導 か れ 、 第 １ 接 続 配 線 (121-4) と 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 そ し て 、 給 電 パ ッ ド (735) 乃 至 給 電 パ ッ ド (738) は 、 上 述 し た 第 ３ 接 続 配 線 (127) に 電
気 的 に 接 続 さ れ る こ と に よ り 、 対 向 電 極 電 圧 が 供 給 さ れ る 。 上 述 し た よ う に 、 こ の 実 施 例
の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 液 晶 表 示 装 置 (1) に よ れ ば 、 信 号 線 Ｘ ｉ 及 び 走 査 線 Ｙ ｊ は 、 そ
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れ ぞ れ ア レ イ 基 板 (200) の 第 １ 長 辺 (201a)及 び 第 １ 短 辺 (201c)に の み 引 き 出 さ れ て い る の
で 、 Ｘ － Ｔ Ａ Ｂ (711),… ,(718)や Ｙ － Ｔ Ａ Ｂ (721),… ,(724)と の 接 続 領 域 は ア レ イ 基 板 (2
00) の そ れ ぞ れ 第 １ 長 辺 (201a)及 び 第 １ 短 辺 (201c)に の み 設 け れ ば 良 い 。 ま た Ｘ － Ｔ Ａ Ｂ
(711),… ,(718)や Ｙ － Ｔ Ａ Ｂ (721) , … ,(724)も ア レ イ 基 板 (200) の そ れ ぞ れ 第 １ 長 辺 (2
01a)及 び 第 １ 短 辺 (201c)に の み 設 け れ ば 良 い 。 こ の た め 、 表 示 領 域 (3) に 対 し て ア ク テ ィ
ブ マ ト リ ク ス 型 液 晶 表 示 装 置 (1) の 外 形 寸 法 の 小 型 化 が 達 成 さ れ る 。 尚 、 Ｘ － Ｔ Ａ Ｂ (711
),… ,(718)等 の Ｘ 駆 動 回 路 部 (800) を ア レ イ 基 板 (200) の 第 １ 長 辺 (201a)側 に 、 ま た Ｙ －
Ｔ Ａ Ｂ (721),… ,(724)等 の Ｙ 駆 動 回 路 部 (900) を ア レ イ 基 板 (200) の 第 １ 短 辺 (201c)側 に
直 接 搭 載 す る 、 あ る い は 一 体 的 に 形 成 し て も か ま わ な い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま た 、 Ｘ － Ｔ Ａ Ｂ (711),… ,(718)は ア レ イ 基 板 (200) の 第 １ 長 辺 (201a)に 、 Ｙ － Ｔ Ａ Ｂ
(721),… ,(724)は ア レ イ 基 板 (200) の 第 １ 短 辺 (201c)に の み 配 置 さ れ る に も 係 わ ら ず 、 対
向 電 極 (541) に は 、 そ れ ぞ れ 相 対 す る 第 １ 長 辺 (201a)及 び 第 ２ 長 辺 (201b)側 に 配 置 さ れ る
給 電 パ ッ ド (731),… ,(738)を 介 し て 対 向 電 極 電 圧 が 給 電 さ れ る の で 、 対 向 電 極 電 圧 と し て
、 １ フ レ ー ム 期 間 や １ も し く は 複 数 の 水 平 走 査 期 間 毎 に 基 準 電 圧 に 対 し て 極 性 反 転 さ れ る
多 値 の 駆 動 電 圧 を 用 い て も 、 対 向 電 極 (541) に は 充 分 な 電 圧 の 供 給 が 成 さ れ 、 こ の た め 表
示 不 良 が 生 じ る こ と が な い 。 し か も 、 Ｘ － Ｔ Ａ Ｂ (711),… ,(718)や Ｙ － Ｔ Ａ Ｂ (721),… ,(
724)の 配 置 さ れ な い ア レ イ 基 板 (200) の 第 ２ 長 辺 (201b)側 に 配 置 さ れ る 給 電 パ ッ ド (734),
… ,(738)に は 、 主 と し て シ ー ル 領 域 (111) に 配 置 さ れ る 第 ３ 接 続 配 線 (127) に よ っ て Ｘ －
Ｔ Ａ Ｂ (7111),(718)か ら 対 向 電 極 電 圧 が 給 電 さ れ る の で 、 こ の 配 線 に 伴 う ア ク テ ィ ブ マ ト
リ ク ス 型 液 晶 表 示 装 置 (1) の 外 形 寸 法 の 増 大 も な い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 更 に 、 第 ３ 接 続 配 線 (127) は シ ー ル 領 域 (111) に 沿 っ て 互 い に 略 平 行 に 配 置 さ れ る 複 数
本 の 配 線 を 備 え て い る の で 、 シ ー ル 領 域 (111) 幅 が 狭 く て も 、 シ ー ル 材 (111) と ア レ イ 基
板 (200) の 実 効 的 な 接 触 面 積 が 増 大 す る の で 、 シ ー ル 材 (111)が ア レ イ 基 板 (200) か ら 剥
離 す る こ と が 軽 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ま た 、 シ ー ル 領 域 (111) の 第 ３ 接 続 配 線 (127) は 複 数 本 の 配 線 を 備 え て い る の で 、 配 線
間 で は 素 子 保 護 膜 (241) と 絶 縁 膜 (211) と が 互 い に 強 固 に 接 続 さ れ る た め 、 第 ３ 接 続 配 線
(127) が シ ー ル 材 (111) と 共 に 絶 縁 膜 (211) か ら 剥 離 す る こ と も な い 。 ま た 、 シ ー ル 材 (1
11) の 接 着 性 に 基 づ く 材 料 選 択 の 自 由 度 を 増 す こ と が で き る 。 こ こ で は 、 シ ー ル 材 (111) 
が 配 置 さ れ る シ ー ル 領 域 (111) を １ ． ５ mmと し た が 、 シ ー ル 材 (111) が 剥 離 す る こ と は な
か っ た 。 こ の 実 施 例 で は 、 シ ー ル 領 域 (111) 中 に 第 ３ 接 続 配 線 (127) の 内 の ４ 本 を 配 し た
が 、 ３ 本 以 上 で あ れ ば 十 分 に 効 果 的 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 こ の 実 施 例 で は 、 第 ３ 接 続 配 線 (127) を 互 い に 独 立 し た ６ 本 の 細 線 と し た が 、 図 ８ に 示
す 如 く 部 分 的 に 接 続 さ れ る 複 数 本 の 配 線 、 換 言 す れ ば 、 一 配 線 (127) 内 に 複 数 の 開 口 (131
) が 形 成 さ れ る も の で あ っ て も か ま わ な い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 更 に 、 こ の 実 施 例 で は 、 第 ３ 接 続 配 線 (127) を 構 成 す る 細 線 の 一 部 は 表 示 領 域 (103) と
シ ー ル 領 域 (111) と の 間 に も 配 置 さ れ る の で 、 シ ー ル 材 (113) が 表 示 領 域 (103) へ 流 出 す
る こ と も 防 止 す る た め 、 表 示 領 域 (103) と シ ー ル 領 域 (111) と を 近 接 で き 、 よ っ て 外 形 寸
法 に 対 し て 表 示 領 域 (111) を 広 く 設 定 で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ま た 、 こ の 実 施 例 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 液 晶 表 示 装 置 (1) に よ れ ば 、 第 １ 接 続 配 線
(121-1) 及 び 第 ４ 接 続 配 線 (121-4) は シ ー ル 領 域 (111) 外 方 で ５ 本 の 第 ２ 接 続 配 線 (123-1
),(123-4) に 分 割 さ れ て シ ー ル 領 域 (111) 内 方 に 導 か れ 、 ま た ６ 本 の 第 ３ 接 続 配 線 (127) 
は シ ー ル 領 域 (111) を 介 し て 各 給 電 パ ッ ド (735),… ,(738)に 導 か れ て い る 。 こ の よ う に シ
ー ル 領 域 (111) を 介 し て シ ー ル 領 域 (111) 外 方 に 延 在 さ れ る 各 電 極 が 複 数 本 の 細 線 に 分 割
さ れ る の で 、 低 抵 抗 化 を 維 持 し つ つ 電 極 を 介 し て 外 方 に 流 出 す る シ ー ル 材 (113) 量 を 抑 え
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る こ と が で き る 。 更 に 詳 し く は 、 図 ７ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 例 え ば 第 ２ 接 続 配 線 (123-1) 
が １ 本 の 太 線 で 形 成 さ れ る の で あ れ ば 、 シ ー ル 領 域 (111) か ら 第 ２ 接 続 配 線 (123-1) に 沿
っ て ア レ イ 基 板 (200) 端 に シ ー ル 材 (113) が 大 き く 流 出 し 、 接 続 不 良 や ア レ イ 基 板 (200)
の ス ク ラ イ ブ に 際 し て 基 板 の 割 れ 、 あ る い は 欠 け 等 を 引 き 起 こ す 。 し か し な が ら 、 こ の 実
施 例 で は 、 図 ７ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 第 ２ 接 続 配 線 ( 123-1)が ５ 本 の 細 線 で 形 成 さ れ る の
で 、 第 ２ 接 続 配 線 (123-1) に 沿 っ て ア レ イ 基 板 (200) 端 に 流 出 す る シ ー ル 材 (113) の 量 は
十 分 に 抑 え ら れ 、 よ っ て 接 続 不 良 や ア レ イ 基 板 （ ２ ０ ０ ） の ス ク ラ イ ブ に 際 し て 基 板 の 割
れ 、 あ る い は 欠 け 等 を 防 止 す る こ と が で き た 。 こ こ で は 、 対 向 電 極 電 圧 を 給 電 す る た め に
シ ー ル 領 域 （ １ １ １ ）  を 介 し て シ ー ル 領 域 (111) 外 方 に 延 在 さ れ る 配 線 を 例 に と っ て 説
明 し た が 、 こ の 他 に も 補 助 容 量 線 Ｃ ｊ に 補 助 容 量 電 圧 を 供 給 す る 配 線 も 信 号 線 Ｘ ｉ や 走 査
線 Ｙ ｊ に 比 べ て 配 線 幅 が 大 き く 、 シ ー ル 材 (113) の 流 出 を 招 く 恐 れ が あ る の で 、 同 様 に 複
数 の 細 線 に 分 割 す る こ と が 望 ま し い 。 こ の 時 の 配 線 幅 は 、 シ ー ル 材 (113) の 粘 性 等 に も よ
る が 、 ３ ０ ミ ク ロ ン 以 下 、 更 に は ２ ０ ミ ク ロ ン 以 下 と す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 と こ ろ で 、 各 給 電 パ ッ ド (731),… ,(738)、 コ モ ン パ ッ ド (751) 、 第 １ 接 続 配 線 (121-1),
… ,(121-4)、 中 継 領 域 (125) 、 第 ２ 接 続 配 線 (123-1),(123-4) 、 第 ３ 接 続 配 線 (127) は 信
号 線 Ｘ ｉ と 同 一 工 程 に て ア ル ミ ニ ウ ム （ Ａ ｌ ） に よ っ て 構 成 す れ ば 、 製 造 工 程 が 増 大 す る
こ と も な く 、 こ の た め 生 産 性 が 低 下 す る こ と が な い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 上 記 し た 実 施 例 で は 、 Ｘ － Ｔ Ａ Ｂ (711),(713),(716),(718) か ら の み 各 給 電 パ ッ ド (731
),… ,(738)に 対 向 電 極 電 圧 を 供 給 す る 構 成 を 採 用 し た が 、 Ｙ － Ｔ Ａ Ｂ (721),… , (724) か
ら も 併 せ て 対 向 電 極 電 圧 を 供 給 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ま た 、 上 記 し た 実 施 例 で は 、 シ ー ル 領 域 (111) の ３ 辺 に 沿 っ て 第 ３ 接 続 配 線 (127) を 配
置 し た が 、 少 な く と も １ 辺 に 配 置 し て も 本 発 明 の 効 果 を 奏 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 更 に 、 上 記 し た 実 施 例 で は 、 液 晶 パ ネ ル (100) は Ｘ － Ｔ Ａ Ｂ (711),… ,(718)や Ｙ － Ｔ Ａ
Ｂ (721),… ,(724)に 接 続 さ れ る 構 成 と し た が 、 ア レ イ 基 板 (200) 上 に 駆 動 素 子 を 直 接 搭 載
し て 構 成 し て も 良 い こ と は 言 う ま で も な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 例 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 液 晶 表 示 装 置 の 概 略 正 面 図
で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 図 １ の ア レ イ 基 板 の 表 示 領 域 の 一 部 概 略 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 図 １ 中 領 域 Ａ の 一 部 概 略 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 図 ３ 中 ａ － ａ ’ 線 に 沿 っ て 切 断 し た ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 液 晶 表 示 装
置 の 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 図 １ 中 領 域 Ｂ の 一 部 概 略 正 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 図 ５ 中 ｂ － ｂ ’ 線 に 沿 っ て 切 断 し た ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 液 晶 表 示 装
置 の 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 こ の 実 施 例 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 液 晶 表 示 装 置 の 効 果 を 説 明 す る た
め の 一 部 概 略 正 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 、 こ の 発 明 の 他 の 実 施 例 の 第 ３ 接 続 配 線 の 一 部 概 略 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ８ 】
(1) … ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 液 晶 表 示 装 置
(100) … 液 晶 パ ネ ル
(103) … 表 示 領 域
(111) … シ ー ル 領 域
(113) … シ ー ル 材
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(115) … ト ラ ン ス フ ァ
(200) … ア レ イ 基 板
(221) … Ｔ Ｆ Ｔ
(500) … 対 向 基 板
(600) … ネ マ チ ッ ク 液 晶
(800) … Ｘ 駆 動 回 路 部
(900) … Ｙ 駆 動 回 路 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】
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